
 

 

 

 

 

 

 

①４象限による事業分布(検証資料№１)     ②サービスの位置づけ(検証資料№２) 

検証に基づく事業の性質を把握する       サービス単位での分布を見える化する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③サービスごとの負担割合(検証資料№３)    ④現状との乖離状況(検証資料№４) 
 税負担と受益者負担の割合を重ねる       受益者負担の乖離率を事業単位で確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤個別のデータベース(検証資料№５) 

 コスト情報等をデータベース化  

□役割の見直し 

□サービス手法の改善 

□受益者負担の是正 

行政サービスの検証について  


